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児童は元気印
　　　　父兄と楽しいひと時
　　　　　　　　　　　　一2月9日　仙田小学校一

　仙田小学校しぷみ児童会（小川正児童会長・児童数62人）

では、恒例となった雪まつりを開きました．

　父兄と児童が一緒に取り組むrほんやら洞」作りや中での
集い、各種雪上ゲーム、モチつき大会などがあり、親も子も

思い思いに楽しいひと時を過ごしたようです。

　それにしても児童たちは元気で、休む時間を惜しむように、

竹スキーやソリ遊びを繰り返し楽しんでいました。

圃休日救急医
3月15日中条病院（中条）盈57－3018

20日山口医院（袋町）費52－2174

22日池田医院（本町西）魯52－2581

29日大坪医院（四日町）a57－6100

4月5日至誠堂医院（西浦町）魯52－3276

12日大熊医院（山本町）盈57－7066



鼠
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第
灘
圓
購
議
会
定
例
会
翻
蓋
鶏
蔓

－
鐵
か
鯵
開
が
れ
諜
じ
た
。
会
期
犠

一
羅
六
田
蒙
懇
の
予
定
謹
な
っ
驚
鱒
、

諜
す
。

　
初
臼
璽
一
百
は
、
新
年
度
予
算
に

関
係
奮
巻
巌
遊
事
業
特
別
套
計
条
例

な
馨
嬢
所
管
の
常
橿
委
員
套
緯
紺
託

慈
羅
諜
難
楚
。
ま
た
．
一
般
会
計
補

藍
予
算
な
ぎ
が
審
議
慈
紅
ま
し
瀧
。

さ
趨
に
．
教
育
兼
畜
輿
健
北
村
準
一
誉

ん
藁
善
寺
・
酪
歳
）
が
選
ば
腕
ま

鞍
だ
。

　
五
田
か
偽
は
、
新
年
度
予
算
の
審

議
権
戴
瞬
ま
し
た
。
町
長
の
提
案
理

由
の
説
明
の
あ
と
、
各
常
任
委
員
套

の
調
査
を
経
て
、
並
牽
四
臼
に
は
、

●
平
成
四
年
度
予
算
が
成
立
ず
る
見
込

み
驚
す
．

　
三
臼
に
議
決
さ
れ
た
条
例
の
一
部

改
正
を
中
心
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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特
別
職
の
報
酬

　
　
　
を
引
き
上
げ

町
議
会
議
員
の
報
酬

　
四
月
一
日
か
ら
、
議
長
二
十
二
万

一
千
円
、
副
議
長
十
七
万
三
千
円
、

常
任
委
員
長
・
議
会
運
営
委
員
長
十

六
万
一
千
円
、
議
員
十
五
万
七
千
円

に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
ま
す
。

非
常
勤
特
別
職
の
職
員

　
農
業
委
員
会
、
教
育
委
員
会
な
ど

非
常
勤
の
各
種
委
員
報
酬
が
改
め
ら

れ
ま
し
た
．

　
農
業
委
員
会
長
は
月
額
二
万
七
千

円
に
、
教
育
委
員
会
委
員
長
は
二
万

五
千
円
．

　
農
業
委
員
会
会
長
代
理
は
二
万
一

千
円
に
、
農
業
委
員
会
、
教
育
委
員

会
の
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
一
万
九
千
円

に
。
ま
た
、
監
査
委
員
の
う
ち
知
識

経
験
者
は
三
万
四
千
円
、
同
議
会
選

出
者
は
二
万
一
千
円
と
改
め
ら
れ
ま

す
．　

三
役
、
教
育
長
の
給
与

　
町
長
は
、
月
額
六
十
六
万
七
千
円
、

助
役
五
十
二
万
円
、
収
入
役
四
十
九

万
四
千
円
、
教
育
長
四
十
五
万
五
千

円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
土
地
開
発
基
金
の
額

を
引
き
上
げ
俺

13”1”111““m1翻10電11“11““1“ノ11111”11／1“11肌1“1““1ノ電lll“01，11““”1．1！量11lIIll／10”1“1／11“1““ノrl腿“m／“”11”・1”“ll”1／rIll“1“11111““！ll“1“ll1lmll“。1“lll“11ll””1“1ll“1”1』1””llll11811”1“11“Illll！lmll“1

　　　　　　　　　平成4年度一般会計予算の姿　　　　（単位・％）

〈歳入〉

その他の内訳

財産収入　2．8

諸収入　2．7

国庫支出金　2．6

地方譲与税　1，8

分担金・負担金1．5

自動車取得税交付金

　　　　　　　0．8

使用料及び手数料

　　　　　　　0．7

繰越金　0．7

利子割交付金　0．5

金
8

入
9

　
繰

出
金
つ

支
　
　
5

県

債
ゐ

町
1
2

町税

　17．3

その他

14．1

衛生費

　19、2

総務費

　15．3

地方交付税

　　　　41．2

その他

9．7

「農林水産業費

　　　9．1

土木費

　10．2

　公債費
臥　10．6

民生費

　13．6教育費

　12．3

〈歳出〉

その他の内訳

消防費　3．4

商工費　2．4

議会費　1．8

災害復旧費

　　　　1．8

労働費　0．3

歳入総額43億6，900万円歳出
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表
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
一
般
会
計
予
算
（
案
）
は
、

四
三
億
六
、
九
〇
〇
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
二
億
三
、
四
〇
〇
万
円
、
五
・

七
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
下

水
道
事
業
が
新
た
に
加
え
ら
れ
、
八

つ
の
特
別
会
計
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
合
計
額
は
十
ハ
億
六
、
○
一
〇
万

円
（
対
前
年
度
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
三
年
度
に
第
四
次

総
合
開
発
計
画
後
期
計
画
（
四
～
七

年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
急
速
に

進
行
し
て
い
る
高
齢
化
に
対
す
る
保

健
医
療
・
福
祉
の
対
策
、
農
業
振
興

と
農
村
の
活
性
化
、
若
者
の
育
成
、

生
活
環
境
施
設
の
整
備
を
中
心
に
し

て
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
定
め
て

い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
四
年
度
は
こ
の
計
画

の
初
年
度
に
も
当
た
り
、
診
療
所
の

建
設
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建

設
を
目
玉
と
し
て
取
り
上
げ
、
千
手

地
区
（
一
五
〇
診
）
の
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
事
業
や
障
害
者
在
宅

整
備
資
金
利
子
補
給
制
度
な
ど
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
主
要
な
施
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



へ
　
基
金
の
額
が
二
億
円
に
改
め
ら
れ

ま
す
。町

税
の
前
納
報
奨
金

を
引
き
下
げ

　
四
月
一
日
か
ら
、
町
民
税
・
固
定

資
産
税
前
納
報
奨
金
の
率
が
、
百
分

の
一
か
ら
百
分
の
○
・
五
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
．

助
産
費
を
引
き
上
げ

　
四
月
一
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

加
入
世
帯
の
被
保
険
者
が
出
産
し
た

と
き
の
助
産
費
が
、
十
三
万
円
か
ら

二
十
四
万
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

国
保
税
を
改
正

　
平
成
四
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険

税
か
ら
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

課
税
額
の
上
限
（
四
十
四
万
円

　
　
　
　
　
　
　
↓
四
十
六
万
円
）

所
得
割
額
（
五
・
七
八
↓
五
・
三
〇
）

資
産
割
額
（
四
〇
・
五
六

　
　
　
　
　
　
　
↓
三
八
・
五
〇
）

均
等
割
額
（
二
七
、
四
一
〇
円

　
　
　
　
　
↓
一
九
、
三
〇
〇
円
）

平
均
割
額
（
二
〇
、
八
五
〇
円

　
　
　
　
　
↓
一
九
、
三
〇
〇
円
）

　
こ
の
結
果
、
低
所
得
世
帯
の
軽
減

額
も
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

◎
六
割
軽
減
（
世
帯
の
所
得
が
三
十

　
一
万
円
以
下
）

　
均
等
割
△
六
、
四
五
〇
円

　
　
　
　
　
↓
一
六
、
五
九
〇
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

　
平
均
割
〈
二
一
、
五
一
〇
円
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
↓
二
、
五
八
○
円
〉
レ

◎
四
割
軽
減
（
三
十
一
万
円
を
超
え
　
淵

　
な
い
額
に
、
被
保
険
者
一
人
に
つ
　
㎜
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き
二
十
二
万
五
千
円
を
加
算
し
た
　
猟

　
額
を
超
え
な
い
世
帯
）
　
　
　
　
　
凶

　
均
等
割
△
○
、
九
七
〇
円
　
　
　
㎜
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円
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ハ

　
平
均
割
〈
八
、
三
四
〇
円
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
↓
七
、
七
二
〇
円
〉
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

給
食
費
を
引
き
上
げ
　
淵

　
四
月
一
日
か
ら
、
学
校
な
ど
の
給
　
川

食
費
が
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
す
。
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幼
稚
園
児
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三
、
六
〇
〇
円
　
　
　
　
M

　
　
　
　
　
　
↓
三
、
六
五
〇
円
）
洲

小
学
校
児
童
（
三
、
六
〇
〇
円
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
↓
三
、
七
五
〇
円
）
㎜

中
学
校
生
徒
（
四
、
一
〇
〇
円
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
　
↓
四
、
五
〇
〇
円
）
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

教
育
機
関
の
職
員
（
四
、
一
〇
〇
円
　
㎜

　
　
　
　
　
　
↓
四
、
五
〇
〇
円
）
ノ

水
道
・
下
水
道
の
使
用
　
レ

料
金
を
引
き
上
げ
　
　
湘

　
四
月
一
日
か
ら
、
水
道
．
下
水
道
　
洲

使
用
料
金
が
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
　
㎜

ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
財

水
道
基
本
料
金
（
1
0
㎡
／
月
）
　
　
　
洲

〈
一
、
七
五
一
円
↓
一
、
九
〇
〇
円
〉
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

水
道
超
過
料
金
（
1
㎡
）
　
　
　
　
　
陥

〈
一
五
四
円
↓
一
七
〇
円
〉
　
　
　
　
凶

下
水
道
使
用
料
金
（
1
㎡
）
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

〈
一
五
四
円
↓
一
七
〇
円
〉
　
　
　
　
㎜

新
年
度
予
算
（
案
）
を
記
者
団
に
公
表
す
る

南
雲
町
長
（
2
・
1
0
）

拡充（地域福祉基金の運用
スタート）　　　1，900干円

保健医療・生活環境対策

●疾病の予防　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4男

骸響無料住民検診制　●轡轡撃サービスセンター　　　　　越
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ●医療の充実　　　　　　　　　　　　　建設事業　　　228・356千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場

・診療所建設事業539，847千円●轄者騨　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　・障宝者住宅整備資金利子補●国民健康保険税率の改定　　　　　　　　　口　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ
　所得割　5．78％＿5．3％　　　給制度スタート1・000千円　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て葛翻21？瑞コll；齢　 交通・河刀1・資源の対策　・　　　　　孝
　平均割　20，850円→19，300円　　　●道路交通　　　　　　　　　　　　　・川西八景画の制作

●上水道　　　　　　　・道路改良舗装事業（17路線）　　●公園整備事業（節黒城跡森
　．上水道第三期拡張事業　　　　　　・7・，44・千円　　林公園ほか4カ所）18・668千円

　　　　　　　＿478・152千円　●都市計画　　　　　　　生涯学習の対策
　・水道料金の改疋　　　　　　　　　　・山野田地区土地区画整理事
　　基本料金　1，751円／10m・／月　　　　業の促進　　　　3，265千円　　　　●学校教育

　　　　→1，900円／m・／月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・中学校コンピューター整備

　　超過料金154円／㎡→170円／㎡　産業振興の対策　　　導入事業　　 58・773千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・小学校いきいきスクール推
●下水道　　　　　　　　　　　　　●農　業　　　　　　　　　　　　　　　進事業　　　　　　　　840千円

●特定環境保全公共下水道事　　噺潟米実1）の秋のフェステ1●社会教育
　業（千手地区15018）訪。隔ト　ィバル開f櫻と共催）　・生涯学習環境整備事業・，785千円
　　　　　　　　’　　　　　　　・生産組織化目成対策事業
　・橘・川辺地区集落下水処理　　　　　　　　　　　　　1，500千円　　　　●文化財

　場建設事業（8月供用開始予　　　　　・農業農村活性化農業構造改　　　　・国重要文化財保護事業1，758千円

　定）　　　　218・300千円　　　　　善事業　　　　2，720千円　　　　　＿
　・下水道料金の改定　　 ●林業　　　　　行政・財政　使用料金154円／㎡→170円／㎡　．広域林道中魚沼丘陵線開　　・固定資産税評価替え調査事業

福祉対策　．観設妻業スタート1・212千円．貝オ務会言＋電算イヒ（1翻鮨1点）

●地域福祉　　　　　　　　　　　　　　・町の「観光年賀はがき」作　　　　・印鑑登録事務電算化（11月を

　・地域福祉、在宅福祉事業の　　　　　成　　　　　　　500千円　　　　メドに）
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農
業
を
．
墓
幹
産
業
に
購
づ
く
り
を

進
め
羅
ぎ
た
測
茜
購
。
町
驚
は
、
『
コ

翼
を
核
と
し
た
食
糧
生
産
墓
地
の
確

立
瓢
を
駒
の
将
来
像
の
ひ
と
つ
に
掲

げ
．
優
輿
米
の
生
産
確
保
と
犠
産
奨

励
蓬
圏
っ
難
齢
《
謹
老
を
圏
標
に
、

農
業
諸
施
策
を
展
開
態
羅
い
ま
ず
ゆ

　
渓
網
｝
厨
．
晦
長
．
農
協
縄
禽
嚢

を
は
毬
め
と
し
羅
、
行
政
．
震
協
．

生
産
組
倉
代
表
が
｝
望
に
会
じ
、
叢

十
｝
世
紀
へ
か
鐵
る
購
農
業
数
の
叡

り
組
謬
な
ど
を
話
轡
毒
う
開
農
政
懇

談
会
賑
が
農
協
本
辮
驚
開
か
れ
謙
轡

莚
。

　
懇
談
会
の
内
審
を
簡
単
縫
お
知
鰯

撞
膨
ま
輩
。

将
来
町
農
業
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
農
政

懇
談
会

複
合
営
農
の
推
進
と
組
織
強
化

　
現
在
、
町
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
作
付

け
率
は
七
十
三
～
四
％
で
あ
る
。
各

生
産
組
織
の
現
施
設
規
模
や
天
候
な

ど
を
考
え
る
と
、
こ
れ
が
限
界
で
あ

る
。　

水
稲
に
施
設
園
芸
・
畑
作
・
畜
産

な
ど
を
プ
ラ
ス
し
た
、
い
わ
ゆ
る
複

合
営
農
形
態
の
拡
充
が
不
可
欠
で
あ

り
、
な
め
こ
、
か
い
わ
れ
大
根
な
ど

の
現
生
産
施
設
の
フ
ル
稼
動
と
、
生

産
者
育
成
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
で

　あ
畑る
作　o
振
興
を
図
る

た

め
に
は
　、

今

ま
で
の
広
く
全
般
的
な
栽
培
形
態
か

ら
作
目
を
し
ぼ
り
込
み
、
高
齢
者
、

婦
人
労
働
力
を
生
か
す
、
換
金
性
の

高
い
軽
量
野
菜
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
シ

シ
ト
ウ
な
ど
）
へ
の
切
り
替
え
が
大

事
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
栽
培
者
育

成
、
面
積
拡
大
、
地
域
に
合
っ
た
作

目
を
推
奨
し
、
産
地
化
へ
向
け
た
対

応
を
早
急
に
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

転
作
へ
の
対
応

　
こ
と
し
、
水
田
農
業
確
立
対
策
後

期
計
画
の
最
後
の
年
と
な
る
。
今
後

も
転
作
制
度
の
継
続
が
予
測
さ
れ
る

な
か
で
、
荒
廃
水
田
を
転
作
面
積
に

カ
ウ
ン
ト
で
き
る
よ
う
な
方
策
、
転

作
集
団
化
の
推
進
、
転
作
作
物
の
検

討
、
転
作
助
成
措
置
の
活
用
、
長
期

転
作
田
の
水
田
復
旧
対
策
な
ど
が
必

要
と
さ
れ
る
。

　
今
後
の
転
作
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

町
農
業
の
長
期
構
想
樹
立

　
近
年
の
農
業
情
勢
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
農
業
の
将
来
を
想
定

し
て
、
今
か
ら
そ
れ
を
考
え
て
い
か

な
い
と
、
ぶ
つ
か
っ
て
か
ら
で
は
間

に
合
わ
な
い
。
行
政
、
農
協
、
生
産

組
織
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
．

　
後
継
者
を
確
保
す
る
た
め
の
年
間

雇
用
体
制
の
確
立
、
パ
ソ
コ
ン
導
入

に
よ
る
組
織
運
営
事
務
の
集
中
管
理
、

税
務
経
理
指
導
者
養
成
な
ど
は
早
急

な
対
策
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
さ

ら
に
、
農
業
関
係
施
設
の
統
合
構
想
、

組
織
の
再
編
成
と
法
人
化
の
研
究
な

ど
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
部
地
域
に
平
成
四
年
度

か
ら
六
年
度
に
か
け
、
農
業
農
村
活

性
化
農
業
構
造
改
善
事
業
が
導
入
さ

大型のコンバインで、次々と
稲刈りされていくほ場（東山）
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ま
た
、
農
作
業
の
効
率
化
と
、
農

家
負
担
軽
減
の
た
め
、
生
産
組
織
農

業
機
械
更
新
助
成
制
度
の
継
続
や
補

助
率
ア
ッ
プ
、
生
産
組
織
の
施
設
設

備
の
多
面
的
な
利
用
に
対
す
る
積
極

的
支
援
な
ど
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

か
ら
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
新
し
い
状

況
に
対
応
し
な
が
ら
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
増
え
る

一
方
の
荒
廃
地
の
再
利
用
計
画
の
検

討
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
な
ど
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

れ
る
。
そ
の
中
で
、
四
年
度
に
「
ふ

れ
あ
い
農
村
塾
」
を
設
置
、
今
後
の

町
農
業
・
農
村
の
振
興
方
策
の
提
示

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
農
政
審
議
会
委
員
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
や
他
分
野
か
ら
も

広
く
参
加
を
求
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
町
農
業
の
指

針
づ
く
り
を
し
た
い
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。



子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

行
動
特
性
を
理
解
し
た
う
え
で

　
　
　
交
通
安
全
を
具
体
的
に
教
え
よ
う

　
も
う
す
ぐ
春
休
み
。
暖
か
く
な
っ

た
屋
外
で
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
に

遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
か
に
は
、

四
月
の
新
入
園
・
新
入
学
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
行
動
範

囲
が
広
ま
る
こ
の
時
期
は
、
子
ど
も

の
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
、
い
つ
も
親

と
一
緒
に
出
か
け
て
い
た
子
ど
も
た

ち
は
、
入
園
・
入
学
を
機
に
、
一
人

で
道
路
を
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

慣
れ
な
い
道
で
の
通
園
・
通
学
は
、

交
通
事
故
の
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち

大
人
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
道
路
へ
の
“
飛
び
出
し
”
が

　
子
ど
も
の
交
通
事
故
の
主
な
原
因

　
子
ど
も
の
交
通
事
故
の
原
因
は
、

道
路
へ
の
”
飛
び
出
し
”
が
最
も
多

く
、
次
い
で
”
車
の
直
前
・
直
後
の

横
断
”
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
、
子
ど
も
の
行
動
特
性
に
大
き

く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
に
は
、
一
つ
の
こ
と
に
注

意
が
向
く
と
、
周
り
の
も
の
が
目
に

入
ら
な
く
な
る
と
い
う
特
性
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
遊
び
に
夢
中
に
な

っ
て
い
る
と
き
は
、
車
が
近
つ
い
て

き
て
も
気
が
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ボ
ー
ル
が
道
路
の
ほ
う
へ
転

が
っ
て
い
っ
た
り
、
道
路
の
向
こ
う

側
か
ら
親
が
声
を
か
け
た
り
す
る
と
、

急
に
道
路
へ
飛
び
出
し
て
し
ま
う
の

も
そ
の
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
物
事
を
単
純
に
理
解
し
て

し
ま
っ
た
り
、
物
陰
や
狭
い
と
こ
ろ

で
隠
れ
て
遊
ぶ
の
を
好
ん
だ
り
す
る

と
い
う
特
性
も
あ
り
ま
す
。
止
ま
っ

て
い
る
車
は
安
全
だ
と
、
そ
の
後
ろ

や
下
に
潜
り
込
ん
で
遊
ん
だ
り
す
る

の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　
正
し
く
で
き
る
ま
で

　
一
冒
葉
だ
け
で
な
く
手
本
を
見
せ
て

　
こ
の
よ
う
な
、
子
ど
も
の
行
動
特

性
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、
わ
た

し
た
ち
は
子
ど
も
の
交
通
安
全
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
、
親
は
、
通
園
や
通
学
の
道

路
を
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
い
て
み
て
、

ど
こ
が
危
な
い
の
か
、
何
に
ど
う
気

鋸
灘
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒
　　　　　　　　　　　　　　　　　韓

　　　　　　　　　　　　　　　　照　　　　　　　　　　　　　　瓢
　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　鰐

　　　　　　　　℃　　　　　懸　　　蝋1・

　　讃榊鴨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹

．
蟹
蕪
春
，
纏
全
国
交
通

　
　
　
　
　
　
　
螺
膨
隻
全
運
動

　
　
　
　
　
．
，
響
錘
月
6
昌
～
1
5
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
・
鰹

．
・
　
瀬
　
　
蓑

　
　
、

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を

言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
手
本
を
見
せ

な
が
ら
、
子
ど
も
が
正
し
く
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
具
体
的
に
何
度
も

教
え
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
正
し
い

道
路
の
横
断
の
仕
方
は
、
渡
ろ
う
と

す
る
信
号
が
青
に
な
っ
た
ら
、
手
を

上
げ
左
右
を
見
て
車
が
止
ま
っ
た
の

を
確
か
め
て
か
ら
横
断
を
始
め
、
横

断
中
も
周
り
の
車
に
気
を
つ
け
る
、

と
い
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

公
園
な
ど
子
ど
も
の
遊
び
場
の
近
く

や
、
裏
通
り
な
ど
を
走
る
と
き
は
、

い
つ
ど
こ
か
ら
子
ど
も
が
飛
び
出
し

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
必

ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
、
慎
重
に

運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
わ
た
し

た
ち
大
人
が
防
い
で
あ
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。

状況平成3年中の
●市町村別発生状況

　区分
市町村

件　　　数 死　者　数 傷　者　数

3年 2年 増減数 3年 2年 増減数 3年 2年 増減数

十日町市 213 216 一3 3 4 一1 241 265 一24

津南町 52 46 十6 O 2 一2 59 51 十8

川西町 34 34 ±0 1 0 十　1 41 41 ±0

中里村 25 21 十4 0 2 一2 35 20 十15

合　　計 324 317 十7 4 8 一4 376 377 一1

●主な事故種別

　　　区分

種別　＼ 3年 2年

増減率
（％）

構成率 構成率

子　　供 25 7．7 19 6．0 十31．5

高齢者 102 31．5 87 27．4 十17．2

高校生 45 13．9 66 20．8 一31．8

若　　者 98 30．2 90 28．4 十8．9

女性事故 78 24．1 85 26．8 一8．2
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裂

　
三
月
二
日
、
　
「
第
二
十
一
回
日
本

農
業
賞
」
の
中
央
表
彰
式
が
東
京
虎

ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
開
か
れ
、
席
上
、

町
の
千
手
地
域
機
械
施
設
利
用
組
合

（
南
雲
博
組
合
長
）
が
、
農
業
大
賞

（
集
団
の
部
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
千
手
機
利
は
、
昭
和
四
十
七
年
発

足
．
四
十
八
年
に
は
育
苗
施
設
と
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
農
協
と
主
体
で
建

設
．
五
十
三
年
に
は
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
に
一
ト
ン
パ
ッ
ク
の
施
設
を
建

右
か
ら
数
藤
副
組
合
長
、

星
名
会
計
の
皆
さ
ん

蹴

設
。
六
十
二
年
に
は
育
苗
施
設
と
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
農
協
か
ら
譲
り
受

け
、
名
実
と
も
に
独
立
採
算
組
織
と

し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
年
に
は
、
セ
ン
タ
ー
乾

燥
機
の
自
力
更
新
を
実
施
、
青
色
申

告
も
始
め
ま
し
た
。
平
成
二
年
に
は

モ
チ
加
工
施
設
も
建
設
し
、
生
産
販

売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
受
賞
の
要
因
と
な
っ
た
第
一
は
、

南
雲
組
合
長

灘

確

地
域
一
農
場
制
と
も
い
え
る
広
域
的

な
集
団
化
の
実
施
で
す
。
集
落
を
単

位
と
し
た
六
つ
の
生
産
組
合
と
機
械

利
用
組
合
に
よ
る
作
業
が
一
元
化
さ

れ
、
相
互
に
密
接
な
連
携
の
も
と
に

機
能
分
担
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
二
は
、
徹
底
し
た
品
種
別
団
地

の
設
定
と
土
地
利
用
の
調
整
で
す
。

品
種
の
選
択
は
土
地
所
有
者
よ
り
も

各
生
産
組
合
で
協
議
し
た
計
画
が
優

先
さ
れ
て
お
り
、
作
業
効
率
、
乾
燥

調
製
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た

利
用
調
整
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
三
は
、
担
い
手
の
確
保
で
す
。

現
在
三
人
の
専
任
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
常

勤
）
が
確
保
さ
れ
、
各
生
産
組
合
と

の
連
携
や
調
整
、
生
産
シ
ス
テ
ム
の

か
な
め
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
冬
期
就

業
対
策
と
し
て
、
モ
チ
加
工
施
設
を

設
置
し
、
新
た
な
収
益
部
門
の
確
保

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
第
四
は
、
低
コ
ス
ト
生
産
の
実
現

で
す
。
生
産
組
合
、
機
械
利
用
組
合

の
作
業
料
金
は
、
近
在
の
市
町
村
に

比
べ
十
～
四
十
％
も
安
く
な
っ
て
お

り
、
稲
作
の
生
産
費
は
県
平
均
の
六

十
％
と
い
う
低
コ
ス
ト
で
す
。

　
南
雲
組
合
長
は
、
　
「
組
合
が
発
足

し
て
か
ら
二
十
年
と
い
う
節
目
に
、

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
い
て
光
栄

で
す
。
今
後
、
三
十
周
年
に
向
け
て

新
た
な
決
意
で
臨
み
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
．

　
二
月
二
十
一
日
、
農
協
本
所
で
転

作
面
積
の
配
分
会
議
が
開
か
れ
ま
し

た
。　

昨
年
末
、
県
か
ら
町
に
配
分
さ
れ

た
転
作
面
積
は
、
平
成
一
二
年
度
に
比

べ
、
お
よ
そ
二
十
ハ
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ

ど
緩
和
さ
れ
て
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
全
国
的
に
平
成
三
年
産

米
の
作
柄
が
台
風
や
風
水
害
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
四
年
末
の
米
在
庫
が

適
正
水
準
を
か
な
り
下
回
わ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
・

応
急
的
な
措
置
と
し
て
暖
和
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
今
回
の
暖
和
は
、
あ
く
ま
で
も
平

成
四
年
度
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

来
年
度
以
降
の
転
作
実
施
に
つ
い
て

は
、
全
く
現
在
の
と
こ
ろ
分
か
ら
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
度
の
取
り
組
み
方
向
は

①
　
集
落
の
話
し
合
い
か
ら
進
め
る

集
団
転
作
地
域
の
拡
大
と
、
作
物
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
た
連
た
ん

団
地
化
の
推
進
。

②
　
農
家
経
営
を
安
定
す
る
た
め
、

転
作
可
能
な
墓
盤
の
整
備
、
農
用
地

の
貸
措
、
交
換
な
ど
の
活
用
。

③
　
畑
作
振
興
を
進
め
、
収
益
性
の

向
上
に
努
め
る
。

④
重
点
作
物
は

一
般
作
物
ー
大
豆
、
青
刈
り
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
ソ
バ
（
前
作
を
伴
っ
た
も

の
）
特
例
作
物
1
1
加
工
用
ナ
ス
、
ス

イ
カ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
ア
ス
パ

一
フ
ガ
ス
な
ど
販
売
に
結
び
付
く
も
の
。

⑤
　
転
作
目
標
面
積
の
配
分
算
定
は
、

集
落
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
作
付
け
可

能
面
積
を
算
定
墓
礎
と
し
て
『
律
配

分
し
た
。

⑥
　
町
の
単
独
助
成
事
業
は

転
作
作
物
種
子
種
苗
導
入
1
1
一
般
・

特
例
作
物
・
野
菜
類
の
転
作
を
す
る

組
織
、
個
人
に
対
し
て
種
子
、
種
苗

の
二
分
の
一
以
内
又
は
、
組
織
で
十

万
円
、
個
人
で
五
万
円
を
限
度
。

重
点
作
物
組
織
育
成
ー
一
般
・
特
例

　
作
物
の
転
作
を
実
施
す
る
組
織
、

　
個
人
に
対
し
て
、
作
物
別
に
作
付

　
面
積
に
応
じ
て
一
二
～
五
千
円
。
レ

　
ン
コ
ン
、
ク
ワ
イ
、
ワ
一
フ
工
芸
品
、

　
ソ
バ
ー
組
織
、
個
人
に
対
し
て
出

　
荷
額
の
一
割
以
内
又
は
、
組
織
で

　
五
万
円
、
個
人
で
一
万
円
を
限
度
。

　
転
作
機
械
施
設
整
備
ー
集
団
転
作

　
を
実
施
す
る
生
産
組
織
な
ど
が
機
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二
月
二
十
五
日
、
活
性
化
セ
ン
タ

ー
で
、
新
し
い
「
ミ
ス
か
わ
に
し
」

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
ミ
ス
か
わ
に
し
に
は
、

次
の
お
二
人
が
八
人
の
応
募
の
中
か

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

小
林
和
枝
さ
ん
（
2
5
歳
）
中
仙
田

太
田
文
子
さ
ん
（
2
2
歳
）
田
中
町

　
ミ
ス
か
わ
に
し
は
、
こ
と
し
で
五

代
目
と
な
り
ま
す
。
ミ
ス
か
ら
は
、

町
の
雪
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
観
光
イ

ベ
ン
ト
や
県
内
外
で
開
か
れ
る
物
産

展
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
町

の
顔
と
し
て
ご
活
躍
願
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
ミ
ス
に
選
ば
れ
た
お
二
人

に
は
、
六
日
間
の
ハ
ワ
イ
旅
行
が
贈

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
に
、
抱
負
と
町
の
良
さ
を

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
太
田
さ
ん
は
、
「
ど

れ
ほ
ど
町
の
た
め
に
お
役
に
立
て
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
少
し
で

も
多
く
の
人
か
ら
町
を
わ
か
っ
て
も

ら
い
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
努
め
た
い
。
四
季
の
自
然
の
美

し
さ
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
」

小
林
さ
ん
は
、
　
「
町
を
離
れ
て
い
た

の
で
、
自
分
で
も
町
の
良
さ
を
忘
れ

か
け
て
い
ま
す
。
思
い
出
し
な
が
ら
、

行
事
な
ど
を
通
じ
て
、
町
の
良
さ
を

伝
え
た
い
。
お
米
、
お
水
が
お
い
し

く
、
や
す
ら
ぎ
と
安
心
感
が
あ
り
ま

す
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

〆〆

ミスかわにしの太田さん（左）と小林

転
作
大
豆
を
使
っ
た
、
手
づ
く
り

味
そ
づ
く
り
　
　
　
（
2
・
1
0
）

械
施
設
を
導
入
す
る
場
合
、
必
要

な
経
費
。

転
作
作
物
販
売
施
設
設
置
ー
組
織

が
転
作
作
物
を
中
心
と
し
た
無
人

販
売
所
を
設
置
す
る
と
き
、
施
設

の
設
置
費
。

集　落　名 実転作相当面積 他用途利用米生産予定数量 集　落　名 実転作相当面積 他用途利用米生産予定数量

東　　　　　山 426．7a 5，270kg 塩　　　　　辛 126．2a 1，5口Okg

水　　口　　沢 234．9 2，92口 仁　　　　　田 686．4 8，360

上　　新　　井 258．3 3，340 野　　　　　口 835．6 10，30口

中　　屋　　敷 315．0 3，93口 原　　　　　田 296．2 3，640

沖　　　　　立 1，211．4 16，140 根　　　　　深 247．8 3，口5口

伊　　　　　友 770．2 10，060 下　　　　　原 318．8 3，96口

高　　原　　田 242．5 3，口4口 橘　　　　計 3，337．8 姻，37＠

坪　　　　　山 339．9 4，250 中　　仙　　田 317．8 3，9ロロ

霜　　　　　条 319．3 3，990 室　　　　　島 254．4 3，100

鶴　　　　　吉 126．8 1，59口 小　　　　　脇 166．7 1，950

，難　　蕃　　計 辮，麟6．⑨ 勲，蕊3＠ 古　　　　　　　　　　A
同　　　　　　眉 98．5 1，160

上　　　　　野 680．2 8，47口 藤　　　　　沢 11．2 ｝

元　　　　　町 440．3 5，48口 田　　　　　戸 168．5 2，020

新　町　新　田 497．2 6，060 赤　　　　　谷 273．7 3，280

下　平　新　田 387．2 4，730 岩　　　　　瀬 3口0．2 3，590

三　　　　　領 214．9 2，750 大　　　　　倉 5口．6 590
小　　根　　岸 167．3 2，120 大　　白　　倉 238．7 2，850

毒　　野　　欝 霞．38ヌ、1 R9，6禰 小　　白　　倉 300．3 3，580

木　　　　　落 691．9 8，90口 畑　　田　　誹 建，180．6 R6，＠総o

寺　　ケ　　崎 134．4 1，66口 川西町合計 12，15口．0 151，530
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千
手
町
警
察
署
①

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
オ
イ
コ
ラ
が
公
僕
に

　
昭
和
ふ
た
け
た
以
後
に
生
ま
れ
た

方
々
は
、
日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
負

け
た
後
の
混
乱
期
に
、
千
手
町
に
警

察
署
が
存
在
し
て
治
安
の
任
に
当
た

っ
た
歴
史
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
を
境
に

私
た
ち
の
生
き
方
は
百
八
十
度
の
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
昨
日
ま
で
旗

を
振
っ
た
エ
ラ
イ
さ
ん
が
今
日
は
獄

舎
に
つ
な
が
れ
る
し
ゃ
ば
に
な
っ
た
。

　
「
オ
イ
、
コ
ラ
」
と
い
え
ば
泣
く

子
も
黙
っ
た
警
察
も
、
占
領
軍
の
命

令
で
民
主
的
な
公
僕
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
千
手
の
よ
う
な
町
場
に
あ
っ
て

は
自
治
警
察
署
を
置
い
て
町
民
の
生

命
財
産
を
守
れ
と
示
達
さ
れ
る
．

　
当
時
の
川
西
郷
は
、
全
国
ど
こ
で

も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
米
麦
等
が

無
く
て
主
食
糧
や
副
食
品
等
の
遅
配
、

欠
配
が
続
き
、
生
活
に
必
要
な
物
質

も
不
足
し
て
イ
ン
フ
レ
が
激
化
し
、

買
い
出
し
や
物
々
交
換
が
日
常
茶
飯

事
と
な
り
、
ヤ
ミ
取
り
引
き
も
な
か

ば
公
然
と
行
わ
れ
て
い
た
。

　
「
衣
食
足
っ
て
礼
節
を
知
る
」
の

た
と
え
で
、
住
民
の
道
義
は
退
廃
し

食
糧
管
理
法
や
物
価
統
制
令
違
反
を

ト
ッ
プ
に
コ
ソ
泥
が
あ
い
次
ぎ
、
村

の
駐
在
さ
ん
が
取
り
締
り
に
苦
慮
し

た
い
ま
わ
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。

　
世
に
出
た
警
察
史

　
こ
う
し
た
世
相
下
に
、
町
民
の
信

頼
と
期
待
を
担
っ
て
誕
生
し
た
千
手

町
警
察
署
は
、
大
が
か
り
な
選
挙
違

反
や
、
予
想
も
で
き
な
か
っ
た
事
件

に
多
額
の
捜
査
費
を
使
っ
て
町
民
が

口
説
い
た
り
す
る
世
論
も
あ
っ
て
、

発
足
し
て
か
ら
三
年
七
ヵ
月
で
消
え

た
不
運
の
警
察
署
で
あ
っ
た
。

　
川
西
町
史
を
編
さ
ん
す
る
と
き
、

こ
の
警
察
署
の
経
緯
を
現
代
史
に
残

さ
な
け
れ
ば
と
努
力
し
た
が
、
関
係

資
料
が
ど
こ
に
も
無
く
て
記
録
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

本
紙
で
な
ん
と
か
活
字
に
し
た
い
と

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
川
西
駐
在
所

の
長
谷
川
徹
巡
査
部
長
が
古
い
書
類

の
中
か
ら
「
千
手
町
警
察
署
沿
革
誌
」

を
発
見
さ
れ
、
本
紙
の
た
め
に
と
快

く
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
。

　
と
っ
く
に
時
効
が
成
立
し
た
文
書

と
は
い
え
、
公
開
す
る
に
不
適
切
と

思
わ
れ
る
部
分
は
削
除
し
、
長
谷
川

巡
査
部
長
の
ご
了
解
を
得
て
そ
の
概

要
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

千
手
町
警
察
署
沿
革
誌
記
載
例鱒畷、細．麟

…鞍灘　　 、＿蝋1灘＄　　，

　
千
手
町
署
の
沿
革
誌

　
千
手
町
警
察
署
は
、
昭
和
二
十
二

年
十
二
月
七
日
警
察
法
の
制
定
で
、

人
口
五
千
人
以
上
の
市
街
地
的
市
町

村
に
自
治
体
警
察
を
設
署
す
る
基
準

に
該
当
し
た
。
二
十
三
年
二
月
一
日

か
ら
一
ヵ
月
間
の
準
備
訓
練
を
経
て
、

三
人
の
委
員
を
以
て
構
成
す
る
公
安

委
員
会
の
管
理
の
も
と
に
、
警
察
長

兼
警
察
署
長
以
下
七
名
の
署
員
で
千

手
町
を
管
轄
す
る
自
治
体
警
察
と
し

て
、
同
年
三
月
七
日
の
警
察
法
施
行

の
日
を
も
っ
て
正
式
に
発
足
し
た
。

　
千
手
町
に
最
初
に
警
察
官
が
駐
在

し
た
の
は
明
治
八
年
、
新
潟
県
庁
に

警
察
課
が
設
け
ら
れ
、
各
郡
に
警
察

署
が
置
か
れ
て
か
ら
十
年
後
の
同
十

七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
は
中

魚
沼
郡
一
円
を
所
轄
す
る
十
日
町
警

察
署
に
属
し
、
千
手
町
村
と
中
野
村

を
受
持
区
域
と
し
て
中
屋
敷
巡
査
駐

在
所
が
設
け
ら
れ
、
初
代
の
渋
谷
銀

治
郎
巡
査
が
着
任
し
て
か
ら
警
察
署

の
誕
生
ま
で
に
六
十
五
年
を
経
た
。

　
繁
盛
極
め
た
千
手
町

　
東
西
の
長
さ
五
、
〇
一
八
麿
、
南

北
に
三
、
三
八
一
麿
、
面
積
一
七
平

方
燐
、
戸
数
一
千
余
戸
、
人
口
五
千

六
百
人
の
千
手
町
が
誕
生
し
た
の
は

昭
和
九
年
八
月
、
大
正
期
の
千
手
町

村
と
中
野
村
の
合
併
に
起
因
す
る
。

　
汽
車
の
便
も
無
か
っ
た
当
時
は
川

西
郷
の
要
地
と
し
て
小
千
谷
、
柏
崎

方
面
か
ら
関
東
、
信
濃
方
面
に
通
ず

る
宿
場
と
な
り
、
商
取
り
引
き
を
初

め
と
し
て
相
当
の
繁
盛
を
極
め
た
．

　
大
正
末
期
に
は
戸
数
わ
ず
か
に
六

百
戸
、
人
口
三
千
余
人
に
過
ぎ
な
か
っ

た
千
手
が
、
昭
和
六
年
八
月
か
ら
鉄

道
省
直
轄
の
信
濃
川
水
力
発
電
所
工

事
の
起
工
に
よ
り
、
職
員
を
初
め
工

事
関
係
の
外
来
者
が
激
増
し
、
町
制

施
工
当
時
は
戸
数
一
千
余
、
人
口
六

千
余
を
数
え
る
に
至
る
。
警
察
対
象

と
し
て
は
料
理
屋
十
数
軒
、
芸
妓
十

数
名
、
宿
屋
、
質
屋
、
理
髪
屋
、
古

物
商
等
五
十
余
の
業
者
が
あ
り
、
外

部
と
従
来
も
繁
く
活
況
を
呈
し
た
。

　
十
日
町
署
の
重
要
地

　
昭
和
十
二
年
七
月
に
突
発
し
た
日

支
事
変
に
次
ぎ
、
太
平
洋
戦
争
中
は

各
種
統
制
が
国
民
生
活
に
つ
な
が
り
、

警
察
権
は
私
生
活
の
分
野
に
ま
で
浸

透
し
て
相
当
の
激
務
が
加
わ
っ
た
。

　
そ
の
う
え
、
発
電
所
工
事
の
早
期

完
遂
の
為
に
、
労
働
力
補
強
に
朝
鮮

人
、
中
華
人
ら
一
千
人
余
を
投
入
し

た
の
で
請
願
巡
査
数
人
が
派
遣
さ
れ

た
事
実
も
あ
り
、
十
日
町
警
察
署
管

内
で
最
も
重
要
な
地
区
で
あ
っ
た
。

　
中
屋
敷
に
警
察
署

　
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
伴
い
、

従
来
の
警
察
は
人
権
尊
重
と
民
主
化

に
沿
っ
て
一
変
し
、
特
高
的
秘
密
警

察
権
は
解
消
、
中
央
集
権
的
性
格
は

地
方
分
権
化
さ
れ
、
国
家
地
方
警
察

と
自
治
体
警
察
に
二
分
さ
れ
た
。

　
警
察
に
従
属
し
て
い
た
行
政
の
大

半
は
独
立
し
た
主
管
官
公
庁
に
移
さ

れ
、
警
察
は
国
民
の
公
僕
と
し
て
、

本
来
の
使
命
で
あ
る
人
の
生
命
身
体

財
産
の
保
護
を
任
務
に
専
念
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
町
公
安
委
員
会
の
運

営
管
理
下
に
お
い
て
、
昭
和
二
十
三

年
二
月
に
水
口
沢
新
田
所
在
の
前
千

手
町
巡
査
駐
在
所
を
一
部
改
造
し
、

こ
こ
を
仮
庁
舎
に
業
務
を
開
始
し
た

が
、
建
物
が
古
く
窮
屈
で
使
用
に
堪

え
な
い
た
め
、
中
屋
敷
に
新
し
く
警

察
署
を
建
築
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
お
願
い

　
千
手
町
警
察
署
時
代
の
写
真
を
お

持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

広
報
係
が
借
用
に
参
上
し
ま
す
。
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仙
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⑫
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真
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生
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名
鳥
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⊥
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友
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③
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仙
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仙
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落
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生
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井
　
沢

中
小
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星
村
水
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柄
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⑦
⑧
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田
商
手
手
野
手
手
野
田
商

の
仙
季
千
千
上
千
千
上
仙
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侶
新
宏
兵
広
樹
保
進
之
貢
太

年
貴
鉄
克
正
　
智
恵

　
生
橋
沢
山
沢
畑
藤
野
橋
雲
巻

学
小
高
野
内
平
田
斎
茂
高
南
藤

●
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

町行造林事業の

作業班員を募集
　　　　　　　　　　　　　　　　　嚇　　　　　　　　　　　　　　　日　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　月　　　　　　　　　3　　　　　　　　り　　　　　切　　　　め　　締麗

　
町
内
の
山
林
地
帯
で
、
雑
木
の
伐

採
や
杉
苗
の
植
林
な
ど
の
作
業
に
従

事
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
人
員
　
男
子
　
3
1
人

　
　
　
　
　
女
子
4
人

◎
採
用
条
件

①
町
民
で
健
康
な
人

②
男
子
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
刈
払
機

　
の
操
作
が
で
き
る
人

③
年
齢
は
4
月
1
日
現
在
7
0
歳
未

　
満

④
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、

　
技
術
・
資
格
・
年
齢
な
ど
を
考

　
慮
し
て
選
考
し
ま
す

◎
賃
　
　
金
　
原
則
と
し
て
町
の
農

　
業
標
準
賃
金
（
男
子
六
千
五
百
円
、

　
女
六
千
百
円
）
を
基
本
日
額
と
し
、

ほ
か
に
技
術
・
運
転
手
な
ど
の
諸
手

当
を
加
算
し
て
決
め
ま
す
。

◎
賞
　
　
与
　
勤
務
日
数
な
ど
を
勘

案
し
た
特
別
賞
与
を
支
給
し
ま
す
。

◎
期
　
　
問
　
平
成
4
年
5
月
1
日

か
ら
n
月
3
0
日
の
予
定
。

◎
就
業
時
問
　
始
業
午
前
8
時
、
終

業
午
後
5
時
m
分

◎
休
　
日
原
則
と
し
て
日
曜
日
。

◎
申
込
方
法
　
健
康
診
断
書
、
印
鑑
、

そ
れ
に
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者
は

免
許
証
を
持
参
の
う
え
、
産
業
課
林

政
係
へ
。

◎
締
め
切
り
　
3
月
2
5
日
㈱

◎
そ
の
他
　
短
期
特
別
雇
用
保
険
、

労
働
災
害
適
用
の
制
度
あ
り
。

　
採
用
者
に
は
、
4
月
2
0
日
ま
で
に

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

昨
年
実
施
さ
れ
た
下
刈
り
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
町
）

⑨　4．3．10



⑳

ム
図
圖
團

圃
函
回
▽

　
新
刊
案
内

○
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
エ
ム
五
十
巻

朗
読
カ
セ
ッ
ト
、
詩
の
解
説
、
指

導
書
付
　
　
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

は
じ
め
の

、
－
つ
ま

し
　
　
　
　
　
ホ

　
　
こ
や
ま
峰
子

わ
く
わ
く
し
ま
す

あ
た
ら
し
い
く
つ
の

は
じ
め
の
　
い
ー
っ
ぽ

せ
す
じ
を
の
ば
し
て

ゆ
っ
く
り
　
あ
る
く

お
ろ
し
た
て
の
く
つ
は

あ
し
あ
と
を
大
地
に
お
く
る

は
じ
め
ま
し
て
　
こ
ん
に
ち
は
　
と

う
れ
し
そ
う
に

は
ず
か
し
そ
う
に

か
が
や
い
て
い
る

く
つ
の
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
ジ
ュ
ニ
ア
ポ
エ
ム
四
十
八
巻
よ
り
）

　
小
さ
な
子
が
お
ろ
し
た
て
の
靴
を

は
い
て
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す

と
き
の
、
あ
の
わ
く
わ
く
し
た
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
か
。

　
映
像
時
代
に
生
き
る
現
代
っ
子
に

も
、
少
な
い
活
字
で
、
こ
ん
な
に
イ

メ
ー
ジ
の
広
が
る
夢
い
っ
ぱ
い
の
世

界
が
あ
る
の
で
す
。

　
鑑
賞
は
創
作
の
は
じ
ま
り
で
す
。

鑑
賞
創
作
指
導
書
も
付
い
て
い
ま
す
。

小
．
中
学
校
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
詩
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

感
性
豊
か
な
五
十
人
の
詩
人
の
詩
集

で
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
心
寄
せ
あ

っ
て
い
っ
し
ょ
に
好
き
な
詩
を
み
つ

け
て
朗
読
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
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橘
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で
す
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六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
が
新
設
さ
れ
ま
す

4
月
1
日
か
ら

　
四
月
一
日
か
ら
六
日
町
社
会
保
険

事
務
所
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
長
岡
社
会
保
険
事
務
所

の
管
轄
区
域
を
分
割
す
る
も
の
で
、

今
後
ま
す
ま
す
増
加
が
見
込
ま
れ
る

社会

保
険
事
業
を
一
層
円
滑
に
進
め

る
と
と
も
に
、
管
内
の
事
業
主
、
被

保
険
者
、
受
給
者
な
ど
、
関
係
の
方

々
の
利
便
を
図
る
た
め
に
新
設
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
六
日
町
保
険
事
務
所
の
管
轄
区
域

は
、
十
日
町
市
・
南
魚
沼
郡
・
中
魚

沼
郡
の
八
市
町
村
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
地
域
内
の
方
々
に
関

係
す
る
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
、
健
康
保
険
な
ど
の

各
制
度
の
加
入
・
脱
退
、

保
険
料
の
納
入
、
給
付
金

の
請
求
・
支
払
い
な
ど
の

受
け
付
け
業
務
が
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
所
在
地

南
魚
沼
郡
六
日
町

・
a
O
二
五
七
－

　
　
七
〇
1
二
二
二

六日町事務所附近見取図

⑳六日町高校・ 1
十

　至

浦佐→

日

六日町駅

町
市

囲 ・㊦
・NTT

国道 17号 7
六日町社会保険事務所

←

「カラス、ヘビも停電の原因」

－

　亀
も　●、

、

響

　
み
な
さ
ん
の
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
電
気
も
、
カ
ラ
ス
や
ヘ
ビ
な

ど
が
電
線
に
触
れ
て
停
電
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
カ
ラ
ス
や
ヘ
ビ
が
電
柱
や
電
線
に

ぶ
ら
さ
が
っ
た
り
、
電
柱
の
下
に
落

ち
た
り
し
た
り
し
て
い
る
の
を
兄
つ

け
た
時
は
、
東
北
電
力
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
東
北
電
力
椥
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
　

　
　
費
　
五
二
⊥
二
一
〇
七

＊
カ
ラ
ス
や
ヘ
ビ
に
よ
る
事
故
件
数

　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
管
内
）

年
度

カ
ラ
ス

ヘ
　
ビ

平
成
元
年

8

1

2
年

2

0

一
日
一
円
で

最
高
百
万
円
の
見
舞
金

　
県
交
通
災
害
共
済
の
更
新
加
入
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
嘱
託
員
を
通
じ

て
申
込
書
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
い
く
ら
自
分
で
注

意
し
て
い
て
も
、
万
一
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
、
加
入
し
て

い
る
方
も
三
月
末
日
で
共
済
期
間
が

終
わ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
家
族

全
員
が
加
入
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。

　
去
年
加
入
し
た
八
、
四
一
三
人
（
加

入
率
九
十
四
・
三
％
）
の
う
ち
、
事

故
に
あ
い
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
三
十
人
（
二
一
五
万
円
・
二
月

十
日
現
在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
申
込
書
は

　
次
の
こ
と
に
注
意

①
　
申
込
書
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

　
人
数
と
金
額
を
記
入
し
、
会
費
を

　
添
え
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

②
　
こ
と
し
三
月
末
日
ま
で
に
転
出

　
す
る
方
は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
O
字

　
生
に
つ
い
て
は
加
入
で
き
ま
す
。
）

　
名
前
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
ら
、

　
棒
線
で
消
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
書
に
、
名
前
が
打
ち
出
さ

　
れ
て
い
な
い
方
は
、
余
白
欄
に
書

　
き
加
え
て
く
だ
さ
い
。

④
　
申
込
書
は
、
左
右
切
り
離
さ
ず
、

　
嘱
託
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

4
用
謡
圖
か
魑

コ
育
児
体
業
等
腫
関
ず
る
法
律
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
課
　
ー
　
H
　
露

●
｝
歳
栗
満
の
子
を
育
て
る
男
糞
雇
網
蛍
働
者
は

　
　
◎
奮
晃
休
業
を
輪
繊
出
る
愚
灘
が
廼
き
藻
重
。

　
　
◎
事
業
断
が
設
け
る
勤
務
時
闘
の
短
宿
癒
ど
の
措

　
　
　
置
の
適
罵
を
串
じ
継
る
愚
と
が
灘
き
謙
ず
。

◎
規
模
翌
帯
夫
以
事
の
事
業
藤
ば
、
盈
葎
闘
、
右
の

　
　
適
糊
が
猶
畢
き
れ
塞
輩
、

＊
詳
縄
は
新
潟
婦
犬
少
葎
室
燕
お
闘
恥
奮
わ
せ
《
だ
巻

　
い
の
　
　
　
　
嶽
饗
○
蔓
五
ー
亜
識
六
！
○
①
四
竜
耀
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る
し
こ
正

丸
山
瑠
衣
子
美

　
　
　
あ
き
と
岩

野
沢
明
人
幸

　
　
　
さ
お
り
召

丸
山
沙
織
蜘

O 　
葛
蓄
葛
犠
骸
骸
犠
裳
勘
葛

　
　
戸
籍
の
窓
か
ら

　
曝
葛
葛
名
名
葛
葛
犠
犠
犠
勢
φ
骸
葛

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
、

樹
二
女
新
町
新
田

子
夫
二
男
野
口

子
翔
二
女
根
深

小
わ
琶

　
　
　
壁
哩

太
田
白
南
風
選

進
学
の
子
に
大
い
な
る
春
の
月

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
了
　
桂
吉

春
蘭
が
咲
い
た
と
誘
い
く
れ
し
友

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

大
空
に
星
の
ま
た
㌧
き
冴
え
返
る

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

恋
猫
の
精
根
果
て
＼
帰
り
け
り

　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

凍
て
果
て
㌧
音
な
き
滝
の
大
氷
柱

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

托
鉢
の
若
き
僧
ら
に
み
ぞ
れ
雨

　
　
　
　
　
松
田
町
　
金
子
　
君
江

ミ
シ
ン
踏
む
膝
に
と
ず
き
し
春
日
か
な

　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名
　
春
子

味
噌
あ
じ
の
香
り
楽
し
く
蕗
の
と
う

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

や
わ
ら
か
な
日
指
に
香
り
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂

検
診
の
結
果
良
好
冬
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子

立
札
に
雪
崩
注
意
の
峠
道

　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条

乾
き
た
る
ま
＼
の
潔
春
近
し

　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山

寛石鉄博平平平史
　
　
　
た
か
し
一
　
芳

中
條
　
貴
志
さ
ち
子
二
男
岩
　
瀬

柄
沢
蕪
蔚
サ
女
沖
立

　
　
し
ん
じ
ろ
う
和
夫

山
ロ
同
橋
新
次
郎
芳
　
子
二
墨
ロ
向
原
田

　
　
さ
や
か
　
司

片
桐
沙
弥
香
裕
　
子
長
女
小
白
倉

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

市
川
キ
ミ
ェ
6
3
（
基
）
木
島

　
　
　
　
き
　
　

寒
梅
の
ほ
の
か
に
香
り
無
人
駅

　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺
　
　
朝

寒
椿
の
花
に
目
白
の
つ
が
い
釆
ぬ

　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

よ
な
べ
し
て
ゐ
て
煮
物
出
来
て
を
り

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
羽
鳥
　
美
穂

暖
冬
を
喜
ぶ
日
々
の
挨
拶
に

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

た
ま
さ
か
の
春
日
大
事
に
布
団
干
す

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

い
わ
れ
あ
る
古
梅
と
知
ら
ず
過
ぎ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

座
布
団
を
折
り
て
枕
や
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

雪
達
磨
観
光
バ
ス
を
迎
え
け
り

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

病
む
わ
れ
に
葛
湯
と
な
り
て
神
の
菓
子

　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
頼
太

口
ぐ
ち
に
暖
き
こ
と
讃
え
合
い

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
専
治

寒
明
け
の
雪
に
雨
ふ
る
一
と
日
か
な

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

漬
菜
煮
る
匂
い
の
流
れ
春
隣

　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

雪
ま
つ
り
異
国
の
人
も
混
り
ゐ
し

　
　
　
　
　
山
野
田
　
長
野
木
の
実

絶
え
間
な
き
軒
端
の
音
の
雪
雫

　
　
　
　
　
　
原
田
　
根
津
と
さ
子

黄
砂
き
て
降
雪
あ
り
て
春
近
し

　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山
　
向
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
、
ノ
、

永
井
音
五
郎
7
0
（
本

丸渡渡南南
山辺辺雲雲§

お

　
2
月
号
新
し
い
嘱
託
員
①
で
、
木

落て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
ま
す
。

立
春
の
居
間
に
と
ず
き
し
日
射
し
カ
な

ゆ
る
め
お
く
蛇
口
に
音
の
冴
え
返
る

娘
の
く
れ
し
バ
レ
ン
タ
ィ
ン
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

雪
嶺
の
霞
ん
で
見
ゆ
る
春
の
雨

老
夫
遜
き
の
こ
せ
し
春
の
日
誌
読
む

父
逝
き
し
年
ふ
り
返
る
彼
岸
か
な

雪
の
日
を
ひ
と
り
篭
り
て
春
を
待
つ

塵
芥
を
け
ち
ら
し
い
る
や
春
か
ら
す

雪
割
り
し
道
の
明
る
く
春
日
射

如
月
の
寒
さ
ほ
の
か
に
梅
開
く

早
春
の
紅
梅
の
咲
く
通
り
道

炬
燵
に
て
冬
季
五
輪
の
テ
レ
ビ
観
る

ス
タ
ー
マ
イ
ン
夜
空
に
響
く
雪
ま
つ
り

水
仙
の
花
の
風
呂
場
に
入
れ
て
咲
く

新
し
き
か
ば
ん
に
夢
の
一
年
生

　
　
　
　
　
　
人
）
木
落

力
蔵
7
1
（
本
　
人
）
中
仙
田

良
平
7
3
（
本
　
人
）
中
仙
田

マ
ス
7
5
（
日
出
夫
）
新
町
新
田

フ
ク
7
8
（
昭
平
）
新
町
新
田

仁
平
9
0
（
隆
　
太
）
原
　
田

　
　
　
わ
　
び
…

羽
鳥
欣
一
が
羽
鳥
励
一
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
小
臼
倉
　
田
中
　
優
美

　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

　
　
　
　
元
町

上
村
　
ト
ミ

　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
遊
人

　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

　
　
　
　
新
町
　
井
川
　
　
亘

　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

　
　
発
電
所
通
り
　
春
日
　
ぶ
ん

　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
春
野

　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

多
様
な
食
品
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

　
食
事
は
何
と
い
っ
て
も
人
生
の
楽

し
み
の
一
つ
で
あ
り
、
生
命
を
守
り
、

健
康
を
維
持
・
増
進
す
る
の
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
お
い

し
く
、
楽
し
く
食
べ
る
工
夫
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
食
生
活
の
基
本
と
し
て
、
　
「
六
つ

の
基
礎
食
品
群
」
を
も
れ
な
く
組
み

合
わ
せ
て
食
べ
る
こ
と
が
、
食
品
の

と
り
方
の
め
や
す
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
料
理
の
素
材
と
し
て
使
用

す
る
食
品
の
数
は
、
一
日
3
0
食
品
を

目
標
と
す
れ
ば
、
自
然
に
必
要
な
栄

養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
度
、
一
日
に
食
べ
た

食
品
の
数
を
数
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
だ
ん
の
食
生
活
で
食
品
を
バ
ラ

成人1人1日当たりの目安量

ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
て
と
る
た
め

に
は
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み

合
わ
せ
て
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
主
食
は
、
米
・
パ
ン
・
め
ん
類
な

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
と
な
り
ま
す
。
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ど
の
穀
物
で
、
主
と
し
て
糖
質
性
エ
㈱
劉

品
姓
籍
騙
舗
編
恥
鐙
斜
衡

る
料
理
で
・
主
と
し
て
た
ん
白
質
●
囎

脂
肪
の
供
給
源
と
な
り
ま
す
。

　
副
菜
は
、
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
料
爾
臨

理
で
、
ビ
タ
、
、
、
ン
肺
、
、
、
ネ
ラ
ル
を
補
罵

う
面
で
大
切
で
す

　
楽
し
い
食
事
は
食
物
の
消
化
・
吸

収
を
よ
く
し
、
心
を
な
ご
や
か
に
し

ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
卓

を
囲
め
る
よ
う
努
め
た
い
も
の
で
す
。
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本
け
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紹

糧
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昌
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し
　
、

干
ゴ
ど

ス
ナ
な

ラ
ウ
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シ
コ
ア

嚇
隷

　
　
労

　
　
ン
　
　
葉

　
　
二
　
　
　
青

ア
勝

9012肉魚

905陸耳

9010・
品

ズ
製
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豆

ダ
大
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